






























色……。３００色を超える和色を考えれば冬景色も違って見える。和色は、自然と寄り添いな ら生きてきた日本人の情緒の豊かさも表している▼同じ「色」でも、 「色眼鏡」で人や物事を見ることは歓迎されい。微妙に違う色も「色眼鏡」越しに見れば、時に 単 にしか見えなくなる。そしてそれはさまざまな偏
見や誤解のもとだ。 「色の付いた事実」に紛れた真実がいくつあるか、想像もつかない
▼昨秋の本紙調査


























































































































































































































２カ月試合 出られなくなった。だがこの期間に毎日ウエイトトレーニングを行うなど、 体づくりに専念。細かった体は一回り大きくなり、簡単に当たり負けることがなくなった。 「今思うと、あの時けがをして良かったと思う」 と振り返る。　
４年生になり主将になる
と、 「覚悟」とい スローガンを掲げた。 「練習中の少しの気の緩みが試合で負けにつながる。常に勝つ『覚悟』が必要」という思いからだ。またミーティングを頻繁に開き、上下関係に縛られず一人ひとりの考えを皆で共有することにも
力を入れた。 「コートの中では学年は関係ない。後輩が気を使い、言いたいことが言えない環境を作ってはいけない」 と考えた結果だ。　
４年間ほとんどの試合に
出続け、チームを引っ張ってきた笹山。だ 実は、 「３年生まではプレー中に考え過ぎる癖が抜 ず、ずっとスランプだっ 」 と明かす。　
苦しい時の支えとなった































































にやっていた」高校生のころとは違い、感謝の心を持って野球に取り組むように。硬式野球部には選手としての道を諦め、トレーナーやコーチなど 裏方として支え くれる部員がいる。 「スタッフのため も試合に勝ちたい。そして球を楽しみたい。それが自分を支えてくれる人へ 恩返し」と考え ようになった。　
大学生活での精神面の成




















































































































































やすさ検証」 。民間企業から依頼 れ 製品を高齢者が使っている様子を心理学の見地から分析する　
実験では、高齢者が説明
書を見な らタブレット端末を操作したり、レトルト食品を調理する様子をビデオカメラで撮影。高齢者がどのように製品 扱い、どの場面で扱いに困るか企業担当者と共に観察・分析る。そ 結果から、使いやすい製品へと改善するため
に、企業にさまざまな提案する。　
みんラボでは高齢者を登

































































































































































琴＝知識図書１年） 、ハエ（小屋香苗＝日日３年） 、 サカナ（百
ももせ
生成美＝











倒したのは、役者の「笑み」だった。サカナが死体の隠匿を提案した時の、一点の曇りもない笑み。Ｋが３人を追い詰める時に浮かべた、自信に満ちた笑顔。そしてふとした拍子で、笑顔は真顔に変わる。 「表情 感情に力を入れた」と百生語る通り、 観客に「笑み」が次々と襲いかかっ 。　
更に「笑み」は、役者
たちの立ち回りで引き立つ。サカナの場合、観客に笑顔を見せた後、ゆっくりと背を向け、２、 ３歩舞台の奥へ歩みながら、軽やかな声色でセリ
フを口にする。だがピタリと歩みを止め、ゆっくりと振り返ると、先程の笑顔はどこにも無い。公演の要所で使われたこの動きが、笑みを更 不気味に、 深く仕立てあげ 。　
照明や衣装にもこだわ





















クラリネットを奏でる金子さん（1 月 13 日、大学
プロの奏者が演奏









































































した。 「鮫講釈」は、軍記物を読み聞かせる講釈師を乗せた船を鮫が取り囲むが、鮫は講釈師を まぼこ屋と勘違いし、かまぼこの材料にされるの 恐れ逃げてしまう いう話。志のぽんさんは、前の出演者たちが話したエピソードなど即興で織り交ぜて、観客の笑いを誘った。
演奏が行われた。 楽曲はＤ・エリントン作曲「スウィングしなけりゃ意味がない」 。真紅のドレスを着た舞踏研究会の会員が、Ｄｏｏ―Ｗｏｐのバックコーラスと吹奏楽団の演奏に合わせて華麗なステップを披露。曲中では吹 員によるソロ演奏もあり、会場からは何度も拍手が湧いた。　
第３部ではＪ・バーンズ






















































が、 頭が痛いことがある。奨学金返済だ。 私の場合、公的な奨学金事業を行う日本学生支援機構から４年間、２４０万円を給付されたが、 これに０・２％の利息を加えた額を約
15









































































































































の場所で将来発生する可能性のある問題 早送りにし、急にその問題を顕在化させるというものである。 東日本大震災では、近い将来、より顕著になると思われていた人口減少や地域の過疎 といった現象が前のめりした形で発生している。一方、神戸の場合は、それまで海外との価格差があっても何とかキープ た港湾物流（コンテナ）の取り扱いが、震災をきっかけに海外流出した。港湾機能が回復してもそ多くは戻っていない。そ
してこれらは ずれも起こるべくして起こったことである。　
このことから、当たり
前ではあるが、平常時に地域をよく把握 、将来問題が発生しないようにプランを作成しておくということがスムーズ 復興の基本となる。道路どの基本インフラ 十分に備わっているこ も、無視されがちであるが復興の上で極めて重要だ。また、先が読 いない復興計画は実際には動かない。　
社会工学類の卒業生が
実際に東北で専門家として関わったケースは示唆的である。多くの自治体は各被災地区の希望に添い、それぞれの地区内で被災者を収容できる小さな山側移転 計画した















































































































































































































































































































































































































































取れずに大敗。猛練習したスパイクをことごとく拾われるなど、全国トップ校の前ではなす術がなかった。 「 もブロックも決まらず、力の差を感じた」 。同時に 「差
永瀬が連覇達成














































































































だが第４ピリオドに入ると勢いは止まり、立て続けにゴールを奪われ再び突き放された。 笹山や山田侑樹 （同４年）ら、この大会を最後に引退する４年生 続けざ
まに得点に絡み意地を見せたが、追いつくことはできず試合終了。プロの壁を超えることはできなかった。　
笹山は「一人一人の得意






























































































































准教授）は「 （筑波大の選手より）体が大きい帝京大の選手に、しっかりぶつかりにいけた。優勝 で なかったが、１年間戦い抜いた部員全員を誇りに思う」と話した。ケガで前半
23分
に交代した左センターの松下真七郎主将（体専４年）は「敗れはし が、自分たちに足りない ころが見えた。来年こそは成長 後輩たちが成果を見せるだう」と悔し涙を浮かべた。
　
筑波大が初めて決勝に































































































































































日本では英語を学ぶことの意義ばかり 強調され、第二外国語を学ぶことの重要性が主張されること 少ない」と指摘。自身が米国を訪れた際に、フランス語を話せたことで会話が弾んだ経験などから、 「第二外国語を話せることは大きな強みになる」と語っ 。　
後半は、筑波大生と卒業











































































































筑 波 大 学 新 聞 第319 号 （10）学生生活2015 年（平成 27 年）1月 26 日（月）
星で心のケアを
　「夢の中にいるみたい」とつぶやく小児がんと戦う少年。 「あの星座、知ってる！」と歓声を上げる車椅子や年配の入院患者たち。昨年３月、筑波大学附属病院の食堂で行われたイベント「星の降夜」では、スクリーンに皆が見入っていた。　見慣れた病院の食堂をプラ





は、 食堂の片隅を暗幕で囲み病院のシーツをスクリーンにして星空を投影。神秘的な音楽を背景に ギリシャ神話逸話を交えながら星座 紹介した。点滴をした人、車椅子に乗った人など集まった患者は
30人以上。発足後初めての











































とん知りたいノーベル賞」をテーマに永田恭介学長対談。学長が「最近のノーベル賞では基礎研究より、応用研究が評価される傾向にあるのでは」 「ノーベル賞の審査 時に重視する点は何か」などと質問 著名ながん研究者でもある理事長は「基礎研究の軽視はな
い」 「受賞者選考では、 （候補者が）ある分野で最も業績をあげている人物かどうかより、最初にそのアイデアを発案したか、メカニズムを解明したかなど 注目している」と答え 。　
また、学長の「日本の生
命科学分野についてどう思うか」という質問には、 「日本の生 学には山中伸弥 ・ 京都大学教授 （２０１２年ノーベル生理 ・医学賞受賞）がおり、山中教授のような研究者が今後も生まれることを期待していると答えた。
　
一方、来場者の「日本で


































































































































多くの仲間 出会った。彼女らとダンスを創るうち 、 「一人でダンスを創っていたころよりも視野が広がった」 。そんな中、ダンスの本当の魅力に気づいた。文化や国境を越えて自分の思いを伝えたり、見る人に感動を与えることだ。 「本当の魅力が分かり ダンスを心から楽しめている」と語る。友人たちは現在、海外でプロとして活躍したり、地域の子ども向けにダンススクールを設立している。時々連絡を取り、 励まし合ったり刺激を受けている。　
昨年の
11月の大会でペアを組んだ伊






では、細かい動きまで手足の角度を決めたり、動きのブレをなくすことにこだわった。本番前には、 「楽しもう」と励まし合った。グランプリ受賞直後は実感が湧かなかったが、 周囲から 「おめでとう」 と声を けられ 二人で 「本当にグランプリにな んだね」と笑い合った。　
休日は美術館に行ったり、映画を観
て過ごす。映画を観る際 は、出演者の姿勢や動作をこと細かに観察。 「気が付くと、友人の何気ないしぐさもじーっと見てしまう」 。日常生活の中から、無意識にダンスの材料 探している。　
グランプリ受賞をダンス人生のゴー
ルにはしない。 「今回の受賞をき かけに、今後も ろいろなダンスを創作していきたい」 。彼女の生み出すダンスは、これからも世界中の人々の心を動かしていくだろう。　　　　　
（大西美雨＝社会学類１年）
Ｆａｃｅｂｏｏｋ　　はじめました！
　
筑波大学新聞の公式Ｆａｃｅｂｏｏｋページができ
ました。新聞の発行日や設置場所、最新号の見どころなどをお知らせしていく予定です。読者の皆様のご意見もお待ちしています。
　
検索エンジンで「筑波大学
新聞
　
Ｆａｃｅｂｏｏｋ」などで検索するか、以下の
ＱＲコードを携帯電話・スマートフォンなどで読み取ってください。　
また、筑波大学新聞のバック
ナンバーは以下のＵＲＬでご覧になれます。　
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学会館で）＝原啓一郎撮影
